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プロ野球選手のプレーは
やっぱりすごいなあ。
球場では、たくさんの人
に会うことができてとて
もうれしかったよ。　

「2014イースタン・リーグ公式戦」
表紙写真：５月11日、本庄総合公園市民球場で「2014イー
スタン・リーグ公式戦　埼玉西武ライオンズVS読売ジャ
イアンツ」が開催されました。当日は晴天にも恵まれ、球
場には、たくさんの人が観戦に訪れました。試合は、接
戦の末、埼玉西武ライオンズが４－３で勝利を収めました。

まちのデータ（2014.5.1現在）
人　口 79,704（＋ 87）
　男 39,578（＋ 59）
　女 40,126（＋ 28）
世帯数 32,705（＋102）
（　）内は前月との比較
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● 今月の主な内容



平成26年6月1日号 23

多世代交流機能、イベント会場機能、展示・情報発信機能

市民活動推進機能、健康づくり・子育て・福祉支援機能、防災機能

施設概要

外 装

環境配慮

この施設は、市民のみなさんが主役となり活動する市民交流の拠点施設となります。多く
の人に親しまれ、誰でも気軽に立ち寄れるまちの新たなシンボルとなるように愛称を募集
します。たくさんのご応募をお待ちしています。

（仮称）市民プラザ跡地複合施設の

　　愛称を募集します！

詳しい応募方法は
４ページを見てね！

平成27年５月末
オープン予定

【募集期間：６月16日㈪～７月18日㈮】

所　在　地：銀座１－１－１
機　　　能： 生涯学習機能、市民活動推進機能、健康づくり・子育て・福祉支援機能、多世代交流機能、展示・

情報発信機能、イベント会場機能、防災機能
フロア情報：１階　 多目的ホール、展示ホール、ＰＲスペース、フィットネスルーム、交流スペース、市民活

動フリーミーティングスペース、カフェ、ショップスペース、防災倉庫、事務室など
　　　　　　２階　活動室Ａ～Ｅ、キッチンスタジオ、交流スペース、社会福祉協議会事務室、相談室など
　　　　　　３階　 活動室Ｆ・Ｇ、アトリエ、ＩＴ活動室、音楽スタジオ１・２、個人学習ルーム、和室、市

民活動支援ルーム、交流スペースなど
　　　　　　屋外　駐車場（イベント広場）、小イベント広場、小公園

▼日本の昔ながらの建物の色でもある、白～
灰～黒を基調とした外装とし、現代的な
表情を作りながらも街並みと調和させ、
「和」を感じられる外観となります。

▼銀座通り側は、ガラス面の連続した外観
となり、１階交流スペースの様子が商店
街側からもうかがえます。

▼外壁面と屋上面は外断熱とし、高断熱化を図っています。
▼  下記に示す省エネ化と再生可能エネルギーを積極的に導

入しています。
「光」のエコ：太陽光発電、自然採光＋明るさセンサー、
　　　　　　 人感センサー、高効率型照明器具
「風」のエコ：自然通風の促進、温度差換気、
　　　　　　 風力発電（外灯）
「水」のエコ：気化熱利用（ドライミスト）、透水性舗装、
　　　　　　 節水器具
「熱」のエコ：高断熱化、開口部の日射制御・高気密化
「緑」のエコ：敷地内緑化、落葉樹による日射制御

～学ぶ～

～支える～ ～集う～

学

支

人 人
交流

人
集

■多世代交流機能

■展示・情報発信機能

■イベント会場機能

■市民活動推進機能

■健康づくり・子育て
　・福祉支援機能

■防災機能

■生涯学習機能

基本理念コンセプト図

ルーバーの繊細な
表情により建物の
量感を和らげる

大階段を中心に建物
全体の量感を二分化
させ、圧迫感を軽減

環境負荷低減となるエコ
スクリーンにより、通り
ゆく人の道標となる

部分南立面図 南東面はガラス面が連続した外観

５月15日現在の工事の様子

平成27年５月末のオープンを目指し、順調に建設が進んで
います。現在は、基礎工事が終了し、１階の躯

く

体
たい

工事を行っ
ています。

支える

市民活動フリーミーティングスペース
のイメージ

キッズルームのイメージ

屋内大階段と展示ホールのイメージ

集う

多目的ホールのイメージ 個人学習ルームのイメージ 音楽スタジオのイメージ

基本理念とコンセプト

～工事の進捗状況をお知らせします～

▼「学ぶ」「集う」「支える」の３つの基本理念の中、
７つの機能（生涯学習機能、多世代交流機能、イ
ベント会場機能、展示・情報発信機能、市民活動
推進機能、健康づくり・子育て・福祉支援機能、
防災機能）を有する誰もが使いやすい施設とし
て、人と人とが出会う交流の場をつくります。

▼多種多様なニーズに対応できる部屋を設置し、さ
まざまな団体が利用することで、交流の輪が広が
り、相乗効果による新たな出会いを創造し、まち
の活気とにぎわい、周辺地域への波及効果と市街
地の活性化に寄与する施設となります。

▼市民活動団体が打ち合わせや作業で気軽に
利用できるスペースを設置します。

▼健康づくり・子育て・福祉支援に関する市
民団体の活動の場を提供します。

▼地域の福祉向上に向けて、ボランティアな
ど、さまざまな活動を支援する社会福祉協
議会の事務室及び相談室を設置します。

▼物資を備蓄する防災倉庫を設置し、非常災
害時に地域住民が一時避難できる安全安心
の場を提供します。

▼幅広い年齢層の人が出会い、ふれあい、学び合うことができる施設を
目指します。

▼予約なしで使えるテーブル席など、誰もが気軽に立ち寄れるスペース
を設置します。

▼にぎわいを創出するイベントの開催や、市民活動、観光などの情報発
信が行えるスペースを設置します。

生涯学習機能学ぶ

▼中央公民館とコミュ
ニティセンターの機
能を合わせ、多彩な
部屋を有効活用し、
多種多様な市民ニー
ズに対応します。
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６月16日㈪～７月18日㈮※必着 
応募先

〒367－8501　
本庄市本庄3－5－3
本庄市市民活動推進課
☎0495－25－1118
Ｆ0495－22－0602
３katudou@city.honjo.lg.jp

　合併前に旧市町でそれぞれ整備を進めてきた公共施設
（※）には、施設機能の重複や偏りが見受けられます。
　また、これらの施設の半数以上が建築後30年以上を経
過しているため、今後、老朽化が進むことで、施設の大
規模な改修や建て替え時期を迎えることになります。
※公共施設とは、主に小中学校や公民館、体育館、文化
会館、市営住宅などの建築物を対象としています。

公共施設マネジメント白書を公開します

愛 称
ふりがな

理 由

ふりがな

年　齢
歳

氏 名

住 所
〒

電 話 番 号

・覚えやすく、親しみのあるもの
・施設のコンセプトや特徴がイメージできるもの
・自作の未発表作品で、他の名称や商標などに類似していないもの

（仮称）市民プラザ跡地複合施設　愛称募集要項

応募規定
どなたでも何点でも応募可。ただし、１応募につき１作品のみ。

応募方法
１．次の事項を記入し、応募箱へ投かん又は郵送、ファックス、電子メールで応募してください。
　　①愛称（ふりがな）　②愛称の理由　③氏名（ふりがな）　④住所　⑤電話番号　⑥年齢
２．応募チラシの配布及び応募箱の設置場所
　　本庄市役所総合案内（市役所１階）、総務課（総合支所仮庁舎）、中央公民館、コミュニティセンター
※応募チラシは、市ホームページからもダウンロードできます。

選定方法
応募作品の中から愛称選考会で選定のうえ、愛称を決定します。
愛称の発表は、10月頃を予定しています。

そ の 他
・採用された人は、オープン式典で表彰します。
※同名応募が多数の場合は、抽選などを行います。
・個人情報は本庄市において適切に管理し、愛称選定に必要な業務にのみ使用します。
・採用作品に関する一切の権利は、本庄市に帰属します。
・著作権などに関わる問題が生じた場合は、全て応募者の責任となります。
・やむを得ず一部修正する場合があります。
・採用作品とともに「氏名」、「年齢」を市のホームページなどで公表します。
・応募作品は返却しません。

○「本庄市公共施設マネジメント白書」及び同概要版は次の場所で閲覧できます（図書館では貸し出し可）
　市ホームページ、図書館（本館・分館）、企画課（市役所３階）、総務課（総合支所仮庁舎） ★企画課☎㉕１１５７

キ
リ
ト
リ

募集期間

愛称条件
○公共施設のあり方を考えるときです！

　市が保有する公共施設の利用状況や建物の状
況、維持管理にかかる費用などの全体像を明ら
かにします。市民のみなさんと公共施設の現状
や課題、配置の状況などの情報を共有し、施設
の統廃合や維持管理のあり方、サービスの提供
方法など、今後の施設全体のあり方を検討する
ための基礎資料として作成しました。

○公共施設マネジメント白書って何？

　平成24年度実績で、光熱水費や修繕費などの建物の維
持管理に要した費用や施設で提供しているサービスにかか
る人件費、指定管理料など施設の運営に要した費用の支出
合計は約22.１億円です。施設の使用料や家賃などの収入
合計は約9.4億円であり、支出合計に対して収入合計の占
める割合は約43％となっています。
　収入から支出を差し引いた実質的な市の負担額は約
12.7億円となります。

○施設の維持管理 ・運営にどのくらい費用がかかるの？

　市が保有する公共施設のうち、「本庄市公
共施設マネジメント白書」で対象とする施
設は116施設で、延床面積の合計は約20万
平方メートルになります。
　市の施設は、昭和40年代から昭和50年
代後半にかけて多く整備していて、延床面
積ベースで建築後30年以上を経過する施設
が全体の約53％、建築後40年以上を経過
する施設が全体の約14％を占めています。

○市にはどのくらい公共施設があるの？老朽化の状況は？

　既存の公共施設のすべてを維持する場合、
年間の維持管理や運営にかかる費用に加え、
施設の大規模な改修や建て替えも踏まえる
と大きな財政負担となることが想定されま
す。一方で、人口減少や少子高齢化が進み、
税収の伸び悩みや住民福祉を支える費用の
増大など、厳しさの続く財政状況下におい
て、公共施設の整備などに支出できる費用
には限りがあります。

○公共施設を取り巻く課題は？

　「本庄市公共施設マネジメント白書」で把握した現状や課
題をもとに、将来にわたって維持可能な施設の規模を定め、
施設を通じた行政サービスの維持・向上のための最適な施設
配置や効率的な管理運営の指針となる「公共施設再配置計画」
を今年度から策定していく予定です。
　公共施設は、みなさんにとって身近なものです。今後、計
画の策定にあたっては、みなさんの意見も伺いながら、検討
を進めていくことが必要と考えています。ご理解とご協力を
お願いします。

○今後の公共施設のあり方について検討します

■維持管理費　 ■運営費（人権費）　　■運営費（人件費以外）　　■収入

支出 14.7

11.4

8.8

22.1

7.9

9.4

12.3 6.3 3.5

6.4 3.5

6.5 3.3 24.5

18.7

平成22年度

平成23年度

平成24年度

0 5 10 15 20 25 30

収入

支出

収入

支出

収入

施設全体の維持管理・運営費（支出）及び使用料・家賃など（収入）（単位：億円）
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本
庄
市
水
道
事
業
は
、
本
庄
市

が
経
営
す
る
地
方
公
営
企
業
で
す
。

水
道
事
業
の
会
計
は
、
市
な
ど
の

官
公
庁
会
計
と
は
異
な
る
企
業
会

計
で
行
い
、
事
業
に
関
わ
る
経
費

は
、
原
則
的
に
企
業
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
つ
く
り
、
家
庭
ま
で
送
り

届
け
る
た
め
の
経
費
は
、
主
に
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

有
者
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
所
有
者
変
更

手
続
き
に
は
、
新
旧
所
有
者
の
認

印
・
所
有
権
移
転
を
証
明
で
き
る

書
類
が
必
要
で
す
。

　
　

水
道
を
使
っ
て
い
て
赤
い
水

が
で
て
き
た
。
そ
ん
な
と
き
は
？

　
　

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
内
部

に
付
着
し
て
い
る
サ
ビ
が
、
水
流

の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
出
て
き

た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
使
用
し

続
け
ず
に
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　

貯
水
槽
水
道
の
管
理
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
で

貯
水
槽
（
受
水
槽
・
高
置
水
槽
な

ど
）
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、

貯
水
槽
の
設
置
者
が
定
期
的
に
点

検
や
清
掃
を
行
わ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

設
置
者
の
み
な
さ
ん
は
、
水
質

異
状
や
衛
生
上
の
問
題
が
生
じ
な

い
よ
う
に
貯
水
槽
の
衛
生
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
「
水
道
課
か
ら
の
依
頼
で
」、「
市

役
所
か
ら
き
ま
し
た
」
な
ど
と
偽

り
、水
質
検
査
や
水
道
管
の
点
検
・

清
掃
を
行
い
、
法
外
な
値
段
で
浄

水
器
の
販
売
や
水
道
管
の
取
り
換

え
な
ど
の
工
事
を
し
よ
う
と
す
る

訪
問
販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
要
請
の
な
い
水
道

水
の
検
査
や
浄
水
器
の
販
売
な
ど

は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇

口
ま
で
の
水
道
管
は
、
建
物
の
所

有
者
の
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

水
道
課
が
業
者
に
水
道
管
の
点
検・

清
掃
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
事
業
の
経
営
の
し
く
み

　

水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
器
内
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
ふ
ち
が
赤
く
銀
色
。
写
真
参

照
）
が
回
転
し
て
い
る
と
き
は
、

漏
水
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
水
道

工
事
店
が
不
明
の
場
合
に
は
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
下
な
ど
で
発
見
が
困

難
な
漏
水
の
場
合
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
よ
る
修
理
が

完
了
し
た
後
、
水
道
料
金
を
一
部

減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

給
水
装
置
工
事
を
す
る
と
き

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　

給
水
装
置
の
新
設
・
改
造
・

撤
去
工
事
を
行
う
際
は
、
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
市
指
定
工
事
業
者

の
施
行
し
た
工
事
で
な
い
と
き
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
し
込
み
の
際
に
給
水
装
置
の
所

収入事務委託先のお知らせ
★会計課☎㉕１１１７

　市では経営効率化のため、平成26年度の収入事務を下記のとおり委託しました。
委託日　４月１日　委託期間　４月１日～平成27年３月31日

　
　

心
当
た
り
が
な
い
の
に
水
道

使
用
量
が
多
い
。
そ
ん
な
と
き

は
？

　
　

ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
疑

い
が
あ
り
ま
す
。漏
水
は
メ
ー
タ
ー

器
を
確
認
す
る
こ
と
で
発
見
で
き

ま
す
。

　

検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き

れ
い
に
し
て
お
き
、
上
に
車
両

を
駐
車
し
た
り
、
物
を
置
い
た

り
し
な
い

○ 

愛
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に

漏
水
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
検
針

員
が
水
道
使
用
者
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
以
内
に

取
り
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
交
換
は
、
本
庄
市
管
工
事
業

協
同
組
合
が
実
施
し
、
事
前
に
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

QＡ

QＡ

QＡ

　水道事業の経営がますます厳しくなっているなか、東日本大震災を教訓にして、安全でおいしい水道水
を供給することに加え、災害に強い水道づくりが求められています。市では安全・安心な水道水の安定供給・
水質確保のため、定期的に水質の検査を行い、水源や浄水施設、管路の整備を計画的に進めています。
　市のホームページに、予算・決算概要、料金、水質検査結果、水道Ｑ＆Ａなどを掲載しています。転入
や転出の場合は電話連絡のほかに、便利なインターネットを利用して行う電子申請も受け付けていますの
で、ご利用ください。 ★水道課☎㉒２１５１

　

口
座
振
替
は
、
お
客
様
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
の
お
支

払
い
が
で
き
る
大
変
便
利
な
制
度

で
す
。

　

申
し
込
み
は
ご
利
用
の
金
融
機

関
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。
申
し

込
み
の
際
は
、
通
帳
・
届
印
・
お

客
様
番
号
の
控
え
（
検
針
票
・
領

収
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

水
道
課
窓
口
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

【
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
】

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
り
そ
な
銀

行
、
群
馬
銀
行
、
足
利
銀
行
、
武

蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、
し
の
の

め
信
用
金
庫
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
、

埼
玉
信
用
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、

埼
玉
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、
ア

イ
オ
ー
信
用
金
庫
、
佐
波
伊
勢
崎

農
業
協
同
組
合

前
に
調
査
し
た
う
え
で
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水道水の水質検査の結果をお知らせします（平成25年度）

※検査結果の値は、特定の給水栓（本庄地域４か所、児玉地域２か所）で年４回行った検査の平均値です。

水
道
事
業
の
経
営
効
率
化
の

た
め
に

　

水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の
窓

口
受
付
、
検
針
、
料
金
の
収
納
な

ど
の
業
務
を
民
間
会
社
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

委
託
会
社　

　

㈱
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス

水
道
Ｑ
＆
Ａ
〜
こ
ん
な
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜

メ
ー
タ
ー
の
検
針
・
交
換
に

ご
協
力
を

水
道
料
金
は
納
期
限
内
に
！

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

水
道
管
の
破
損
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　

家
屋
な
ど
を
解
体
し
て
い
る
際

に
水
道
管
を
破
損
し
、
漏
水
し
て

し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
破
損

に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
解
体

工
事
を
す
る
場
合
に
は
敷
地
内
の

水
道
管
の
有
無
や
配
管
状
況
を
事

検査項目 水質の基準
検査結果

本庄地域 児玉地域
大腸菌 検出されないこと 検出されず 検出されず
ナトリウム 200ｍｇ／ℓ以下 19ｍｇ／ℓ程度 14ｍｇ／ℓ程度
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300ｍｇ／ℓ以下 170ｍｇ／ℓ程度 95ｍｇ／ℓ程度
ｐH値 5.8～8.6 7.5程度 7.2程度
残留塩素 0.1ｍｇ／ℓ以上 0.3ｍｇ／ℓ程度 0.3ｍｇ／ℓ程度
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10ｍｇ／ℓ以下 7.3ｍｇ／ℓ程度 3.9ｍｇ／ℓ程度

受託者氏名
（受託者名称及び代表者名）

受託者住所
（受託者所在地） 委託事務内容

㈲関東興業
取締役　新井和夫 小島２―６―14

一般廃棄物（粗大ごみ）収集運搬及び処理手数料
収納業務㈱第一総業

代表取締役　三浦信一 今井１１３０―２

公益社団法人 
本庄市シルバー人材センター
副理事長　山口真砂

小島南１―８―４

本庄市勤労青少年ホーム使用料収納事務

本庄いまい台交流センター使用料収納事務

本庄駅自転車駐車場使用料収納事務

中央公民館使用料収納事務

児玉中央公民館・児玉文化会館使用料収納事務

市民体育館使用料収納事務

清香園・東京ドームスポーツ共同体
代表者㈱清香園
代表取締役　阪上清之介

朝日町３―22―４ 小中学校体育施設使用料収納事務

㈱日本ウォーターテックス
代表取締役　増田眞理 幸手市緑台１―19―11 水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施

設使用料の収納事務

㈱電算システム
常務取締役執行役員事業本部長
小林領司

岐阜市日置江１―58
水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施
設使用料をコンビニエンスストアの店舗を通じて
収納する業務

りそな決済サービス㈱
代表取締役　田村泰博

東京都中央区日本橋茅場町
１―10―５

市税をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納
する業務

QＡ悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

を
！

「おいしいな　だいじなお水　ごくごくり」
６月１日～７日は水道週間です。

▲メーター器内の
　パイロット
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特定健康診査・後期高齢者健康診査を受けるには

　対象者には受診券（はがき）を郵送しました。
　５月１日以降に本庄市国民健康保険へ加入手続きをした人は送付されませ
んので、お問い合わせください ★本庄市保健センター☎㉔２００３

　

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）
又
は
予
備
群
を
特
定
し
、

将
来
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
中
心
に
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
健
診
の
大
切
さ
、

重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　事前の予約が必要です。下表で日程を確認し、本庄市保健センターへお申し込みください。（予約受付時間：午
前８時30分～午後５時15分）
対象　①平成27年3月31日までに満40歳以上となる本庄市国民健康保険加入者
　　　②後期高齢者医療制度の被保険者
用意　健康保険証・特定健康診査等受診券
※肺がん・結核検診を受診する場合や、大腸がん検診キットを受け取る場合は別途受診券が必要です。
費用　 ５００円

※　　　　の日程は、同時に肺がん・結核検診（胸部レントゲン）も受診できます。（費用は９ページ参照。）受
診する人は、別途受診券・検診料が必要です。なお、肺がん検診のみの受診はできません。
※本庄市保健センター周囲の道路は午前７時30分から８時30分まで許可車両以外は通行できません。

◆健診日程◆

会　　場 日程（会場受付：午後１時～２時）

中央公民館

６月３日㈫から予約受付開始

６月 23日㈪ 、24日㈫ 、25日㈬ 、26日㈭ 、27日㈮ 、28日㈯

９月 24日㈬ 、25日㈭ 、26日㈮ 、29日㈪ 、30日㈫

10月 １日㈬  、２日㈭ 、３日㈮

セルディ
６月10日㈫から予約受付開始

７月 １日㈫ 、２日㈬ 、３日㈭ 、４日㈮ 、５日㈯

９月 16日㈫ 、17日㈬ 、18日㈭ 、19日㈮

市役所６階大会議室
６月19日㈭から予約受付開始

７月 22日㈫ 、23日㈬ 、24日㈭ 、25日㈮

10月 ６日㈪ 、７日㈫ 、８日㈬ 、９日㈭ 、10日㈮

本庄市保健センター
８月５日㈫から予約受付開始

９月
１日㈪ 、２日㈫ 、３日㈬ 、４日㈭ 、５日㈮ 、６日㈯
８日㈪ 、９日㈫ 、10日㈬ 、11日㈭ 、12日㈮

　

市
国
保
の
加
入
者
で
、
職
場
で
健
診
を

受
診
す
る
人
は
、
健
診
結
果
の
提
出
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
結
果
を
提
出
し

た
人
に
は
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
必
要

な
案
内
を
行
い
ま
す
。

基本的な健診の項目

項　　目 内　　容

問 診 服薬歴及び喫煙習慣など

診 察 内科診察

身 体 計 測 身長・体重・BMI・腹囲

血 圧 測 定 血圧測定

血

液

検

査

脂 質 検 査 中性脂肪・HDLコレステロー
ル・LDLコレステロール

肝機能検査 GOT・GPT・γ－GTP

血 糖 検 査 ヘモグロビンA1ｃ

腎機能検査 尿酸・クレアチニン　

尿 検 査 尿糖・尿たんぱく

詳細な健診の項目

貧 血 検 査 ＊医師の判断に基づき、選
択的に実施される項目です
が、希望者は受けることが
できます。

心 電 図 検 査

眼 底 検 査

◆健診項目◆

　

特
定
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
や
職

場
で
の
健
診
結
果
を
提
出
し
た
人
も
含

む
）の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
又
は
そ
の
予
備
群
と
特
定
さ
れ
た
人
を

対
象
に
、
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は
、
病
気
に
な
る
前
に
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
対

象
者
に
は
、
教
室
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま

す
。

①
肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

一
部
の
日
程
で
特
定
健
診
・
後
期
高
齢

者
健
診
と
肺
が
ん
・
結
核
検
診
が
同
時
に

受
診
で
き
ま
す
。

対
象　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
受
診
者

費
用

　

レ
ン
ト
ゲ
ン 

　

２
５
０
円

　

喀か
く
た
ん痰
（
必
要
な
人
の
み
） 

４
５
０
円

用
意　

肺
が
ん
・
結
核
検
診
受
診
券

※
日
程
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

肺
が
ん
検
診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
喀
痰
は
、
後
日
指
定
し
た
日
時
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
大
腸
が
ん
検
診
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布

対
象　

40
歳
以
上
（
昭
和
50
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
市
内
在
住
者

費
用　

６
０
０
円

用
意　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
券

※
後
日
、
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

《
①
②
共
通
》

　

次
の
人
は
検
診
料
が
無
料
で
す
。

・
70
歳
以
上
（
昭
和
20
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
の
人

・
生
活
保
護
世
帯
の
人

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

健
診
会
場
で
は
、
対
象
年
齢
の
希
望
者

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◎
受
診
券
が
郵
送
さ
れ
て
も
、
次
に
該
当

す
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
妊
娠
中
の
人

・
施
設
等
に
入
所
中
の
人

・
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
中
の
人

・
受
診
時
に
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
未
加
入
の
人

◎
特
定
健
診
を
受
診
す
る
人
は
、
予
防
検

診
（
人
間
ド
ッ
ク
）
助
成
金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
予
防
検
診
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
保
険

課
（
☎
㉕
１
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
社
会
保
険
な
ど
、
市
国
保
以
外
に
加
入

し
て
い
る
人
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、

加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
診
は
、
市
国
保
加
入
者
の
ほ
か
、

社
会
保
険
加
入
者
な
ど
も
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
社
会
保
険
な
ど
市
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場
の
み
で
実
施

し
ま
す
。
た
だ
し
、
必
ず
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

対
象　

平
成
26
年
度
中
に
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
に

な
る
人
の
う
ち
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
市
内

在
住
者

費
用　

無
料

特
定
健
康
診
査
の
目
的

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

職
場
で
健
診
を
受
け
る
人
は
健
診
結

果
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
と
同
時
に
実
施
し
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

平成26年度
特定健康診査・後期高齢者健康診査が始まります

～自分のために、大切なひとのために健診を受けましょう～
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り
ま
す
。

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）、市
民
福
祉
課
（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）

提
出
期
限　

６
月
30
日
㈪

【
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
】

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
到

着
日
が
届
出
日
と
な
り
ま
す
。
不

着
、
遅
延
な
ど
に
よ
り
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

支
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
記
入
漏
れ
な
ど
の
書
類

の
不
備
、
提
出
書
類
の
不
足
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
、
再
度
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
支
給
が
停
止

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
事
故
防
止
の
た
め
、

簡
易
書
留
、
特
定
記
録
郵
便
な
ど

記
録
に
残
る
も
の
で
郵
送
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

〜
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
『
現
況
届
』
の
提
出
を
〜

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
よ
り
２
年
に
１

度
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
が
見
直
し
の
時
期
に
当

た
り
、
次
の
よ
う
に
保
険
料
率
が

改
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
金
助
成
制
度
・

負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
（
更
新
）
を
忘
れ
ず
に

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
受
け
る
場
合
、

事
前
に
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
月
分

か
ら
助
成
や
減
額
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
有
効
期
間
が
６
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
利
用

す
る
場
合
は
、
再
度
手
続
き
が
必

要
で
す
。

①
介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助

成
制
度

◎
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
サ
ー
ビ
ス

・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
サ
ー
ビ

ス
・
別
の
減
額
制
度
な
ど
に
よ
り
、

利
用
者
負
担
金
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
も
の

②
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が

介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
利
用
し
た
場
合
に
、
利
用
者
負

担
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。

対
象　

申
請
時
に
介
護
認
定
を
受

け
て
い
て
、
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
、
次
の
要
件
を
満
た
す

人（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

・
平
成
26
年
度
の
住
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
…
利
用
者

負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

・
平
成
26
年
度
の
住
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
の
人
…
利
用
者
負

担
金
の
４
分
の
１
を
助
成

用
意　

対
象
者
名
義
の
通
帳
、
印

鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
や

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

を
利
用
し
た
場
合
に
、
居
住
費
や

食
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

で
す
。

対
象　

申
請
時
に
介
護
認
定
を
受

け
て
い
て
、
平
成
26
年
度
の
住

民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の
人

用
意　

平
成
25
年
度
の
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
、印
鑑（
朱

肉
を
使
う
も
の
）

《
①
②
共
通
》

受
付　

６
月
19
日
㈭
〜
７
月
15
日

㈫
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
介
護
い
き
が
い
課（
市

役
所
１
階
）、市
民
福
祉
課
（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
、
市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３

３

★
保
険
課
☎
㉕
１
２
４
５

平成24・25年度の保険料率

均 等 割 額 41,860円

所 得 割 額 8.25％

保険料の上限 55万円

平成26・27年度の保険料率

均 等 割 額 42,440円

所 得 割 額 8.29％

保険料の上限 57万円

国民健康保険用封筒に広告を掲載しませんか
市では、地域経済の活性化や財源の確保などを目的に有料広告事業を実施しています。
国民健康保険証を送付する封筒に掲載する有料広告を次のとおり募集します。

広告媒体　長形３号封筒（国民健康保険証の送付に使用）
募集期間　６月30日㈪まで（必着）
広告の規格等
①掲載位置　封筒裏面　②募集枠数　４枠　③枠の大きさ（１枠当たり）　おおむね縦30㎜×横85㎜
④刷色　単色（黒）　⑤広告料（１枠当たり）　18,000円　⑥印刷枚数　18,000枚
⑦掲載期間　印刷後、市が使用を終えるまでの期間で、９月から半年間程度
※約14,000枚を９月下旬に更新する国民健康保険証の送付時に使用
申込　次の書類を直接又は郵送で企画課（市役所３階）に提出
①有料広告掲載申込書（企画課で配布又は市ホームページからダウンロードしたもの）
②広告の原稿（電子データも可）
③申込者の事業内容が分かる書類
④市町村民税の納税証明書（申込者が市外の場合）
郵送先　〒367―8501　本庄市本庄３―５―３　本庄市役所企画課
注意事項
・内容によっては掲載できない場合があります。
・応募多数の場合は抽選となります。

★企画課☎㉕1157

※詳しくは「本庄市有料広告事業取扱要綱」をご覧ください。企画課又は市のホームページから閲覧できます。

地震のとき、あなたのお住まいは安全ですか　
木造住宅の耐震診断・改修に補助金を交付します

　市では、昭和56年の建築基準法改正以前に着工された木造住宅の耐震診断及び耐震改修を行う費用の一部に
ついて、次のすべての要件を満たす居住者に予算の範囲内で補助金を交付します。
　耐震診断・耐震改修の補助金を受けるには、業者との契約及び工事などを行う前に所定の手続きが必要です。

●対象建築物
・市内にある木造住宅で、昭和56年５月31日以前
に工事に着手された一戸建ての住宅又は店舗部分
が２分の１未満の併用住宅であること
・昭和56年６月１日以降に増改築していないこと
・地階を除く階数が２以下であること
・耐震診断の補助対象者本人又は１親等以内の親族
が所有していること
●補助金額　耐震診断に要した費用の２分の１以内
（上限５万円）

★建築開発課☎㉕1140

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ

て
の
人
は
『
児
童
手
当
現
況
届
』

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
が
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て

も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　

該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
現

況
届
出
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
必
要
書

類
を
添
え
て
、
６
月
30
日
㈪
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
意

・
現
況
届
用
紙

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◎
平
成
26
年
１
月
１
日
の
住
所
が

市
外
の
場
合

・
受
給
者
本
人
及
び
配
偶
者
の
平

成
26
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

※
配
偶
者
が
受
給
者
の
控
除
対
象

配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
配

偶
者
分
は
不
要
で
す
。

◎
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
場
合

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

又
は
年
金
加
入
証
明

◎
児
童
の
住
所
が
市
外
の
場
合

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
で
省
略
の

な
い
も
の

※
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
書
類

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

①耐震診断補助金交付制度

●対象建築物
・耐震診断補助金交付制度の対象建築物に該当した
建築物であること
・耐震診断による上部構造評点が1.0未満と診断さ
れた建築物であること
●補助金額　耐震改修工事に要した費用の15.２％
（上限20万円）
●補助の対象となる耐震改修
・建築士事務所に所属する建築士が耐震改修設計及
び耐震改修工事の工事管理、現場検査を行うこと
※耐震改修の設計図は、耐震改修実施後の耐震診断
で所定の構造強度が得られることが確認できるもの

②耐震改修補助金交付制度

《①②共通》
●補助対象者
・ 対象建築物に居住し、市税を完納している人（居住者と所有者が異なる場合は、所有者も市税を完納してい
ること）
・申請年度の２月末日までに補助金の交付を請求できること
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本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や
第
三
者

の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど

を
交
付
し
た
と
き
、
本
人
に
そ
の
事
実
を

通
知
す
る
も
の
で
、
住
民
票
な
ど
の
不
正

請
求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
の
対
象
と
な
る
の
は
、
代
理
人
が

請
求
し
た
も
の
、
第
三
者
が
請
求
し
た
も

の
で
す
が
、
一
部
該
当
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

公売する財産

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
登
録

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
住
民
票
又
は
本
籍
が
あ
る

人
登
録
申
請　

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
を
持
参
し
、
左
記
の
申
請
窓
口

へ
申
請
窓
口　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、
市

民
福
祉
課
（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
０

　

物
づ
く
り
や
楽
し
い
実
験
を
通
じ
て
科

学
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
分
か
ら
な
い
こ
と

は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
や
さ
し
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。

①
「
夏
休
み
親
子
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

教
室
」

日
程　

７
月
20
日
㈰

会
場　

早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院

②
「
本
庄
ユ
ニ
ラ
ブ
２
０
１
４
」

日
程　

８
月
７
日
㈭

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

《
①
②
共
通
》

費
用　

無
料

※
①
②
と
も
複
数
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申 

込　

６
月
24
日
㈫
か
ら
７
月
６
日
㈰
ま

で
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

　

 how
arp.or.jp/

）内
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・
え
㉔
７
４
６

５

本
庄
早
稲
田
の
杜
『
こ
ど
も
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
』

〜
夏
休
み
ワ
ク
ワ
ク
実
験
教
室
〜
を
開
催

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
（
再
講
習
）
を
開
催

　

劇
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ
ル
、
病

院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

建
物
（
特
定
防
火
対
象
物
）
の
う
ち
、
収

容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
で
甲
種
防
火
対

象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
甲
種
防
火
管
理

講
習
の
修
了
日
か
ら
５
年
以
内
に
再
講
習

を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
そ

の
後
は
５
年
ご
と
に
再
講
習
受
講
義
務
が

あ
り
ま
す
）

　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、
こ
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
20
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
40
分

会
場　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円
（
教
材
費
）

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

及
び
各
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.kodam

akouiki.
jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込　

６
月
９
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
申
込

書
に
証
明
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×
横
２
・

０
㎝
）
を
添
付
の
う
え
、
直
接
左
記
へ

持
参

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防
課
☎
72

４
６
５
４

「
本
庄
オ
ー
プ
ン
古
（
フ
ル
）
ハ
ウ
ス
・
手
し
ご
と
め
ぐ
り
」

―

古
い
建
物
と
生
活
の
見
学
会―

を
開
催

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
本
庄

ま
ち
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
と
「
カ
フ
ェ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
」
が
、
昨
年
始
め
た
市
内
の
古
い

建
物
（
古
ハ
ウ
ス
）
を
知
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え
る
催
し
の
第
３

弾
を
開
催
。
今
回
は
本
庄
の「
手
し
ご
と
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。

日 
時　

６
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時

会 

場　

宮
本
蔵
の
街
（
千
代
田
４
丁
目
）

ほ
か
旧
中
山
道
周
辺

内
容　

① 

ガ
イ
ド
つ
き
ツ
ア
ー
（
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分　
宮
本
蔵
の
街
に
集
合
）

② 

各
自
で
建
物
の
外
観
や
内
部
を
見
学
・

ま
ち
歩
き

③ 

古
い
建
物
か
ら
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
を
考

え
る
「
古
ハ
ウ
ス
カ
フ
ェ
」（
午
後
３

時　

カ
フ
ェ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
）

費
用　

無
料

※
古
本
や
雑
貨
な
ど
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 

本
庄
ま
ち
Ｎ
Ｅ
Ｔ
事
務
局
☎
㉔
６
６
８

３
、
カ
フ
ェ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
☎
㉔

７
８
７
８

差
押
財
産
の

公
売
を
実
施
し
ま
す

公
売
の
方
法　

入
札

公
売
の
日
時 
８
月
21
日
㈭ 
午
前
10
時
〜

10
時
10
分

開
札
の
日
時　

同
日
午
前
10
時
11
分

公
売
・
開
札
の
場
所　

市
役
所
５
階
５
０

２
会
議
室

売
却
決
定
の
日
時
・
場
所

　

８
月
28
日
㈭　

午
前
10
時　

市
役
所
５

階
５
０
２
会
議
室

※
公
売
公
告
兼
見
積
価
額
公
告
（
写
し
）

そ
の
他
関
係
書
類
は
、
債
権
回
収
対
策
室

（
市
役
所
１
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
債
権
回
収
対
策
室
☎
㉕
１
１
８
８

所　在 面　積 用途地域等

土　

地
児玉町児玉字外
並木2473番他 11,102.48㎡ 非線引都市

計画区域・
第一種住居
地域

建　

物

児玉町児玉字外
並木2478番地
１他　

1,169.93㎡
（３棟）

休　日　急　患　の　診　療

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用く
ださい。県内であれば、プッシュ回線の電
話や携帯電話から「＃8000」を押すとつ
ながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～翌日
午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・７月７日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・７月７日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

５日㈭～８日㈰、20日㈮～23日㈪

今月の納税納付［納期限：６月30日㈪］

・市県民税　１期　　　　・下水道負担金　１期
　口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

―市税夜間収納窓口のお知らせ―

日時　６月５日㈭、７月７日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　　収納課☎㉕1120
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係☎721333

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用く
ださい。

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か
らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

６月８日㈰ 生 坂 医 院 本 庄 ４ 丁 目 ☎㉒４６７０

６月15日㈰ よしはら整形外科 児 玉 町 長 沖 ☎73１５７５

６月22日㈰ 彩の丘クリニック 上里町神保原町 ☎71７１６６

６月29日㈰ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎34０５５１

７月６日㈰ 小林クリニック 朝日町２丁目 ☎㉓３３７１



★ ７月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。６月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　Ｆ㉑８499　※締め切りは６月13日㈮必着です。

でんごん広場の掲載申し込み
は、秘書広報課（☎㉕1155）
へお問い合わせください。

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
平成26年6月1日号15 14

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

（
広
告
）

（
広
告
）

　

６
月
28
日
㈯
の
終
日
、
市
庁
舎

の
電
気
点
検
に
よ
り
、
本
庄
市
ス

ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
一
時
停
止
中
は
、
窓
口
で
の
予

約
受
付
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。（
学
校
開
放
施
設

を
除
く
）

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
な

ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
炭

化
水
素
が
、
太
陽
の
紫
外
線
に
よ

り
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
で
き
る

も
の
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、

一
定
の
濃
度
に
な
る
と
人
の
健
康

や
植
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

祝「富岡製糸場と絹産業遺産群」世界遺産登録へ

　５月１日、市は建築士会児玉支部及び建築士事務所協会本庄支
部とそれぞれの団体に所属する建築士の力を借りて地震時に被災
した建物の安全性をチェックすることを目的とした協定を締結し
ました。
★建築開発課☎㉕１１４０

　

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
は
、

晴
れ
又
は
薄
曇
り
の
日
で
、
気
温

が
高
く
、
風
が
弱
い
と
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
な
る
べ

く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
、
窓

な
ど
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
、
高
齢

者
、
病
弱
な
人
は
健
康
な
成
人
よ

り
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
重

い
場
合
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

お誕生日おめで
とう！いつもた
くさんの笑顔あ
りがとう元気
いっぱい大きく
なってね！

まゆちゃん、初
めての誕生日お
めでとう。これ
からも毎日笑顔
で元気に一緒に
過ごそうね。

いつも笑顔で元気
いっぱいのえな
ちゃんこれから
も“パワフルＥＮ
Ａ”で大きくなっ
てね♪

きっくん初めて
のお誕生日おめ
でとう！これか
らも家族５人仲
良く楽しく過ご
そうね

酒
さか

井
い

麻
ま ゆ り

有利ちゃん〈１歳〉
（本庄３丁目）

山
やまざき

﨑　笑
え な

和ちゃん〈１歳〉
（前原１丁目）

歌とおしゃべり
がとっても上手
になったね。いつ
も笑顔をくれて
ありがとう。大好
きだよ

武
たけ

井
い

　仁
に な

菜ちゃん〈３歳〉
（児玉町蛭川）

榊
さかきだ

田　結
きっぺい

平ちゃん〈１歳〉
（小島２丁目）

お誕生日おめで
とう！この写真
のように、これ
からもニコニコ
と毎日を過ごし
てね。

石
いしかわ

川　愛
ま な

菜ちゃん〈３歳〉
（緑３丁目）

石
いし

井
い

　櫂
かい

斗
と

ちゃん〈２歳〉
（早稲田の杜３丁目）

叙

勲

〜
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　

政
府
は
、
４
月
12
日
付
け
で
第
22
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
賞
者
を
、

４
月
29
日
付
け
で
春
の
叙
勲
受
賞
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
次
の

み
な
さ
ん
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
22
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【瑞宝双光章】
岡芹 喜行 氏
（今井）

【瑞宝双光章】
野中 富男 氏
（杉山）

【瑞宝単光章】
木村 均 氏

（四季の里３丁目）

【瑞宝双光章】
石田 祐寛 氏
（本庄３丁目）

◎
春
の
叙
勲

埼玉建築士会児玉支部及び埼玉県建築士事務所協会本庄支部と
「本庄市被災建築物応急危険度判定活動に関する協定」を締結

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
！
」

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
の
た
め
、
新
築
又

は
増
築
な
ど
を
し
た
家
屋
の
評
価

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

は
、
対
象
者
に
通
知
し
た
う
え
で
、

市
職
員
が
直
接
訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま

す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

でんごん広場

　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

金の鈴カラオケクラブ
日時　毎月第１・２・３月曜日
　　　午後１時30分～３時30分
場所　本庄東公民館
講師　斉藤　美穂　先生
月会費　2,000円
対象　20歳以上の女性
問い合わせ　平井☎72４９８６

籐細工クラブ
日時　毎月第２・４木曜日
　　　午前９時30分～11時30分
場所　本庄西公民館
月会費　1,000円
対象　どなたでも
問い合わせ　野口☎㉔７５２４

募

募

お
知
ら
せ

　皆さまご存じの通り、「富岡製糸場と絹産業遺産群」
は、今月中に世界遺産への登録が正式に決定される予
定です。近代産業遺産としては我が国初となります。
群馬県をはじめとする関係者の皆さまのご尽力に、心
から敬意を表したいと思います。
　本市にも「競進社模範蚕室」、「旧本庄商業銀行煉瓦
倉庫」、「高窓のあるかつての養蚕農家の家屋」など歴
史的、文化的な価値の高い絹産業遺産群が点在してい
ます。
　私は以前、埼玉、群馬両県の関係者に世界遺産登録
について歩調を合わせていただけるか否か、水面下で
お願いしたことがありましたが、当時その気運はなく、
これまで本市は群馬県のリードを歓迎しつつ、独自に
できることを行ってまいりました。
　本市の教育委員会では、明治から昭和初期にかけて、
本庄が全国でも有数の養蚕、蚕種、製糸業地域であっ
た歴史や、養蚕技術の向上に大きな功績を残した郷土
の偉人木村九蔵の存在などについてまとめた『本庄市

の養蚕と製糸』という郷土叢
そう

書を平成23年度に発刊し
ました。私は以前この叢書を群馬県知事ほか群馬県の
関係者に差し上げました。この叢書の存在により、い
ずれ専門家も「本庄市はすごい。これらの史跡は世界
遺産の一環に含まれるべき」と必ず言っていただける、
そう確信しています。
　また今回の絹産業遺産群のひとつである伊勢崎市の
田島弥平旧宅については、本市と接する島村地区にあ
るため、伊勢崎市からの協力依頼にはできる限りお応
えしています。
　本市は今後とも地元の絹産業遺産などの活用につい
て、より一層の推進を図り、世界遺産登録のムーブメ
ントの一環に位置付けることができるよう、改めて埼
玉、群馬両県及び周辺市町など関係機関とともに、努
力してまいります。これは市のＰＲでもありますが、
やはり郷土の先人の開拓精神とその業績をしのび、学
び、後世に伝えていくという、「世のため後のため」の
地元からの意義深いアクションだと考えますので、市
民の皆さまのご支援とご理解をよろしくお願いいたし
ます。



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
一

一
〇
番
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
は
、

７
月
１
日
現
在
で
、「
平
成
26
年

経
済
セ
ン
サ
ス―
基
礎
調
査
及
び

商
業
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計

調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
埼
玉

県
知
事
が
発
行
し
た
写
真
付
身
分

証
（
調
査
員
証
）
を
携
帯
す
る
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

　

市
内
に
流
れ
る
「
男
堀
川
」
の

生
物
調
査
や
清
掃
活
動
に
親
子
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日 

時　

７
月
５
日
㈯　

午
前
８
時

40
分
〜
午
後
１
時

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」
強

化
週
間
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

時 

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス―

基
礎
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
防
止

に
ご
協
力
を

　

我
が
国
に
は
、
約
５
万
９
千
人

の
不
法
滞
在
者
が
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
多
く
が
不
法
に
就

労
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

不
法
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
、

仕
事
の
仲
介
者
か
ら
賃
金
を
搾
取

さ
れ
た
り
、
労
働
災
害
に
あ
っ
て

も
十
分
な
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い

な
ど
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
例
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
良
好
な
生
活
環
境
や
治

安
を
維
持
す
る
う
え
で
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
み
な
さ
ん
が
疑
問
を
感

じ
た
り
、
不
審
だ
と
思
う
外
国
人

が
い
た
場
合
は
、
警
察
署
、
交
番

な
ど
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
警
察
署
☎
㉒
０
１
１
０
、

児
玉
警
察
署
☎
72
０
１
１
０

男
の
料
理
教
室（
初
級
編
）を

開
催

日 

時　
６
月
７
日
㈯　
午
前
９
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

会
場　

本
庄
総
合
公
園
内
梅
の
園

集 

合
場
所　

本
庄
総
合
公
園
内
芝

生
広
場

参
加
費　

無
料

※
参
加
者
の
人
数
に
よ
っ
て
早
く

終
了
す
る
場
合
や
、
結
実
状
況
に

よ
る
収
穫
量
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
袋
は
会
場
で
用
意
し

ま
す
。

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

清
香
園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
共
同
体
代
表
者
㈱
清
香
園
☎

㉒
３
４
１
４

　

野
菜
の
切
り
方
や
魚
の
さ
ば
き

方
な
ど
料
理
の
基
本
を
学
び
、
レ

シ
ピ
を
見
な
が
ら
料
理
を
し
ま
す
。

日 

時　
７
月
９
日
㈬　
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

笠
原　

健
次　

先
生

対 

象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
の

男
性

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ―

安
誠
園
☎
㉒
６
２
６
２
、
介
護

い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７

※
６
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
（
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

相 

談
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０（
全
国
共
通
・

無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
子

ど
も
人
権
委
員
会
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
４
８―

８
５
９―

３

５
０
７

本
庄
総
合
公
園
梅
の
実
収
穫
祭

を
開
催

自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
『
川
の
生

き
も
の
み
っ
け
隊
〜
里
川
保
全

活
動
〜
』
を
開
催

������������������
������������

�������������������

������������

��������������

��������
������

日
時　
10
月
26
日
㈰　
午
前
10
時
〜

会 

場　

獨
協
大
学
（
草
加
市
学
園

町
１―

１
）
ほ
か

受 

験
資
格　

保
健
・
医
療
・
福
祉

分
野
で
、
原
則
と
し
て
通
算
５

年
以
上
従
事
し
、
か
つ
９
０
０

日
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

人
受
験
案
内

・ 

配
布
時
期　

６
月
13
日
㈮
〜
７

月
23
日
㈬
（
土
・
日
・
休
日
を

除
く
）

平
成
26
年
度
埼
玉
県
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

実
務
研
修
受
講
試
験
を
実
施

・ 

配
布
場
所　

介
護
い
き
が
い
課

（
市
役
所
１
階
）、
市
民
福
祉
課

（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）、
本
庄
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
埼
玉
県
高

齢
介
護
課
、
埼
玉
県
福
祉
事
務

所
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内
）

費
用　

８
、
７
０
０
円

受 

付
期
間　

６
月
13
日
㈮
〜
７
月

23
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

郵
送
（
簡
易
書
留
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務
課
☎
０
４
８―

８
２
４―

３
１
１
１

　

こ
れ
ま
で
、
本
庄
児
玉
Ｉ
Ｃ
か

ら
本
庄
早
稲
田
駅
へ
行
く
た
め
に

は
、
国
道
４
６
２
号
か
ら
右
折
が

で
き
な
い
た
め
、
大
き
く
迂う

回
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務
所
で
は
、
本

庄
早
稲
田
駅
方
面
へ
安
全
で
円
滑

に
右
折
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
工
事
が
６
月
末
に

完
成
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
庄
早
稲
田
駅

本
庄
児
玉
Ｉ
Ｃ
か
ら
本
庄
早
稲

田
駅
へ
の
通
行
が
便
利
に
な
り

ま
す

へ
の
通
行
が
よ
り
一
層
便
利
に
な

り
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所

☎
㉑
３
１
４
１

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ニ
ミ

ニ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催

　

簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
が
ん

ば
っ
た
人
に
は
、
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。

日 

時　

６
月
28
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
14
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

会 

場　

男
堀
川
（
本
庄
総
合
公
園

駐
車
場
付
近
）

内 

容　

実
際
に
川
に
入
っ
て
、
川

の
生
き
物
を
捕
ま
え
た
り
、
川

を
き
れ
い
に
し
て
、
里
川
の
自

然
に
つ
い
て
学
ぶ

※
解
散
時
に
軽
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住

の
小
学
校
３
年
生
以
上
の
児
童

と
保
護
者

※
児
童
の
み
の
参
加
の
場
合
は
、

小
学
校
５
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
６
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

絡
先
（
電
話
番
号
な
ど
）
を
記

入
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電

話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

①
環
境
の
日
記
念
「
水
質
調
べ
」

日 

時　

６
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
30
分
〜

３
時

内 

容　

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
水
質
調

査
を
す
る

費
用　

無
料

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

川
の
博
物
館
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か

②
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う

日 

時　

６
月
14
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

内 

容　

主
に
実
体
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
拡
大

し
て
見
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
又
は
直
接
埼
玉
県
立
川
の

博
物
館
へ

③
講
演
会
「
竜
巻
や
集
中
豪
雨
は

ど
う
し
て
発
生
す
る
の
か
」

日 

時　

６
月
15
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講 

師　

吉
﨑　

正
憲　

氏
（
立
正

大
学
教
授
）

対
象　

小
学
生
以
上

内 

容　

竜
巻
や
集
中
豪
雨
が
な
ぜ

起
こ
る
の
か
を
考
え
る

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
又
は
直
接
埼
玉
県
立
川
の

博
物
館
へ

④
５
月
企
画
展
「
も
し
も
に
備
え

る
」

日
程　

６
月
22
日
㈰
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

《
①
〜
④
共
通
》

入
館
料　

４
１
０
円
（
一
般
）

★ 

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４

８―

５
８
１―

７
３
３
３

催　

し
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日
時　

７
月
13
日
㈰

　

集
合　

午
前
６
時
20
分

　

出
発　

午
前
６
時
30
分

※
雨
天
決
行
で
す
。

集 
合
場
所　

シ
ル
ク
ド
ー
ム
駐
車

場
コ 

ー
ス　

霧
ヶ
峰
（
長
野
県
茅
野

市
）

※
初
級
者
向
き
の
徒
歩
３
時
間
の

コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
高
山
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対 

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

定
員　

40
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

４
、
０
０
０
円
（
保
険

料
・
日
帰
り
入
浴
施
設
料
金
含

む
）

用 

意　

動
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、

飲
み
物
、
敷
き
物
、
雨
具
、
帽

子
、
手
袋
、
履
き
慣
れ
た
軽
登

山
靴
又
は
運
動
靴
、
入
浴
セ
ッ

ト
申 

込　

６
月
23
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
全
員
（
最
大
４
人
ま
で
）
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
左
記
へ
郵

送
郵
送
先　

〒
３
６
７―

０
０
２
１

　

本
庄
市
東
台
１―

３―

28

　

本
庄
市
山
岳
協
会
・
柴
田　

昇

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
山
岳
協

会
・
柴
田
（
☎
㉒
３
８
１
１
）

へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る「
応

援
者
」
で
す
。
私
た
ち
が
で
き
る

支
援
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

受
講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日 

時　

７
月
11
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

本
庄
西
公
民
館

対 

象　

市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
実
務
担
当
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
提
案
営
業
研
修
」〜
顧
客
ニ
ー

ズ
の
リ
サ
ー
チ
、
仮
説
に
基
づ

く
営
業
戦
略
の
立
案
、
顧
客
心

理
の
理
解
〜
を
開
催

　

売
上
拡
大
や
市
場
攻
略
を
目
指

す
提
案
営
業
を
習
得
す
る
機
会
と

し
て
、
ぜ
ひ
当
研
修
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日 

時　

７
月
16
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

経
験
と
勘
に
頼
る
営
業
か

ら
脱
却
し
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
の
習
得
に
よ
り
、
顧
客
に

伝
わ
り
や
す
い
提
案
型
営
業
を

演
習
や
討
議
を
通
じ
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

６
、
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

７
月
８
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ （
公
財
）本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・
Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

う
つ
病
と
一
言
で
言
っ
て
も「
新

型
う
つ
病
」「
躁そ

う

う
つ
病
」「
抑
う

つ
状
態
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
態

が
あ
り
、
そ
の
状
態
に
よ
っ
て
対

応
も
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
う
つ
」
に
つ
い

精
神
保
健
学
習
会「
ご
存
知
で

す
か
？
う
つ
病
・
う
つ
状
態
」

を
開
催

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日 

時　

７
月
９
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講 

師　

菊
池　

礼
子　

先
生
（
菊

池
臨
床
心
理
オ
フ
ィ
ス
臨
床
心

理
士
）

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

病
気
の
知
識
や
基
本
的
な

対
応
な
ど
に
つ
い
て

対
象
（
本
庄
保
健
所
管
内
）

　

 

う
つ
病
の
人
、
う
つ
病
の
人
の

ご
家
族
、
関
係
機
関
職
員
、
う

つ
病
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申 

込　

６
月
５
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

日 
時　
６
月
21
日
㈯　
午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師

　

 

三
浦　

宏
之　

氏
（
株
式
会
社

プ
ラ
ス
ヴ
ォ
イ
ス 

代
表
取
締

役
社
長
）、
妻
鳥　

圭
志　

氏

（
株
式
会
社
妻
鳥
通
信
工
業 
代

表
取
締
役
社
長
）、加
納　

貞
彦

氏
（
早
稲
田
大
学 

名
誉
教
授
）

演 

題　

聴
覚
障
害
者
が
一
人
で
電

話
を
か
け
ら
れ
、
１
１
９
番
通

報
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て―

情
報
通
信
技
術
を
駆
使
し
た
電

話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
Ｎ
ｅ
ｔ

１
１
９―

内 

容　

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
に
つ
い
て
実
演

を
含
め
て
紹
介

※
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
駆
使

し
て
実
現
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
的

に
試
験
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９

は
、
一
部
地
域
で
導
入
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

定 

員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
17
日
㈫
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の

う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話

で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

本
庄
特
別
支
援
学
校
で
は
、
小

学
部
１
年
生
か
ら
高
等
部
３
年
生

ま
で
の
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る

児
童
生
徒
が
、
個
に
応
じ
た
支
援

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学

校
公
開
週
間
及
び
学
校
説
明

会
の
お
知
ら
せ

を
受
け
な
が
ら
、
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
「
学

校
公
開
週
間
」
及
び
「
学
校
説
明

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、「
学
校
説
明
会
」
は
、
１

回
の
み
の
開
催
で
す
。

①
第
１
回
学
校
公
開
週
間

日 

時　

７
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮　

午
前
９
時
45
分
〜
正
午
（
２
校

時
〜
４
校
時
）

内
容　

授
業
公
開

※
次
回
の
学
校
公
開
週
間
は
、
11

月
４
日
㈫
か
ら
７
日
㈮
ま
で
の
４

日
間
で
す
。

※
な
お
、
深
谷
は
ば
た
き
特
別
支

援
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
本
庄
特

別
支
援
学
校
の
通
学
区
域
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
深
谷
市
で
の
通

学
区
域
は
「
豊
里
中
学
校
区
」
及

び
「
岡
部
中
学
校
区
」
で
す
。

②
学
校
説
明
会

日 

時　

10
月
１
日
㈬　

午
前
９
時

40
分
〜
正
午

内 

容　

授
業
公
開
、
学
校
概
要
の

説
明
、
高
等
部
入
学
選
考
の
説

明
、
進
路
指
導
概
要
の
説
明
及

び
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
情

報
提
供

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

☎
㉔
３
７
４
７

受
験
資
格

・ 

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高

校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見

込
み
の
人

・ 

人
事
院
が
前
記
に
掲
げ
る
人
に

準
ず
る
と
認
め
る
人

試
験
日

・
第
１
次
試
験　

９
月
７
日
㈰

・ 

第
２
次
試
験　

10
月
16
日
㈭
か

ら
24
日
㈮
ま
で
の
指
定
す
る
１

日
試 

験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程

度
申 

込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み（http://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

）

あ
る
い
は
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地

方
事
務
局
に
申
込
書
を
郵
送
又

は
持
参

申
込
期
間

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

６
月
23
日

㈪
午
前
９
時
か
ら
７
月
２
日
㈬

ま
で

・ 

郵
送
又
は
持
参　
６
月
23
日
㈪
〜

26
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

★ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
…
人
事
院
人
材
局
試

験
課
☎
０
３―

３
５
８
１―

５

３
１
１

★ 

前
記
以
外
に
つ
い
て
は
…
関
東

国
税
局
人
事
第
二
課
☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

平
成
26
年
度
教
科
書
展
示
会
を

開
催

日 

時　

６
月
13
日
㈮
〜
28
日
㈯

（
16
日
㈪
・
23
日
㈪
を
除
く
）　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
15
分

会
場　

図
書
館
（
本
館
）

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
８
３

税
務
職
員
を
募
集

　

本
庄
市
の
社
会
教
育
の
発
展
に
、

広
く
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
社
会
教
育
に
関
す
る
各
種
計

画
の
立
案
や
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
く
社
会
教
育
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

応 

募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
の
社
会
教
育
に
つ

い
て
幅
広
い
見
識
や
関
心
の
あ

る
人
（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公

共
団
体
の
職
員
を
除
く
）

募
集
人
数　

若
干
名

任 

期　

２
年
（
平
成
28
年
７
月
31

日
ま
で
）

応 

募
方
法　

応
募
用
紙
（
中
央
公

民
館
、
セ
ル
デ
ィ
で
配
布
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
動
機
を
８
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
、
左
記
へ
郵
送
又

は
直
接
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７―

０
０
３
１

　

 

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２
（
本
庄

市
中
央
公
民
館
内
）

　

 

本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
募 

集
期
間　

６
月
３
日
㈫
〜
24
日

㈫
（
必
着
）

※
採
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
文
書

に
て
通
知
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
在
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
た
技
能
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門

校
「
技
能
講
習
受
講
生
」
を
募

集

日 

時　

８
月
９
日
㈯
、
23
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会 

場　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩

父
分
校

内 

容　

介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ（
チ
ー

ム
ケ
ア
に
お
け
る
連
携
に
つ
い

て
学
ぶ
）

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　

２
、
０
０
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/soshiki/j20/

）
又
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

込　

７
月
１
日
㈫
か
ら
10
日
㈭

ま
で
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

又
は
往
復
は
が
き
で
左
記
へ
郵

送
郵
送
先　

〒
３
６
８―

０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３―

21―

７

　

 

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分

校
★ 

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分

校
☎
０
４
９
４―

22―

１
９
４

８本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
市
民
軽
登
山
」
を
開

催

ス
ポ
ー
ツ

募　

集
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日 

時　

８
月
10
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

小
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
市
民

剣
道
大
会
」
を
開
催

　

短
い
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
ポ
ン
ジ
玉

付
シ
ャ
ト
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　

１
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日 

時　

７
月
３
日
か
ら
７
月
17
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

対 
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

６
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
で

左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
本
庄
歴
史
講
座

日
時　

６
月
19
日
か
ら
７
月
３
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

柴
崎　

起
三
雄　

先
生
、

長
谷
川　

勇　

先
生

内
容

①
中
山
道
を
通
っ
た
人
々
そ
の
一

②
中
山
道
を
通
っ
た
人
々
そ
の
二

③
明
和
の
伝
馬
騒
動

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
骨
盤
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
体
操
教
室

〜
美
と
健
康
の
デ
ト
ッ
ク
ス
〜

日
時　

６
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
講
師　

栗
田　

美
紀　

先
生

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物
、

大
判
バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
入
門
教
室

日
時
（
①
又
は
②
を
選
択
）

　

①
６
月
30
日
㈪
、
②
７
月
22
日

㈫　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

中
村　

清
美　

先
生

内
容　

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
本
格

的
な
淹い

れ
方
を
学
ぶ

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

費
用　

６
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具
、
コ
ー
ヒ
ー
ス

プ
ー
ン
、
大
き
め
の
グ
ラ
ス
、

ス
ト
ロ
ー
（
必
要
な
人
）、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日
時　

７
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

湯
本　

晴
枝　

先
生

内
容　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
で

「
ヘ
キ
サ
ゴ
ン
の
ガ
マ
グ
チ
ポ
ー

チ
」
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用
意　

裁
縫
用
具
、
も
の
さ
し
、

筆
記
用
具

申
込　

６
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
和
紙
を
使
っ
た
「
う
ち
わ
」
作

り
（
ち
ぎ
り
絵
）
教
室

日
時　
６
月
13
日
㈮　
午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

鹿
田　

澄
江　

先
生
、
高

橋　

博
子　

先
生

内
容　

基
礎
・
基
本
か
ら
誰
で
も

楽
し
め
る
入
門
コ
ー
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

申
込　

６
月
６
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
か
ら
だ
の
中
か
ら
元
気
教
室

日
時　
７
月
４
日
㈮　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

田
邉　

洋
子　

先
生

内
容　

気
軽
に
自
分
で
で
き
る
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
習
と
講

習
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込　

６
月
19
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

　
９
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４
埼
玉
大

会
で
本
庄
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
協
賛
事
業
と
し
て
、

現
在
日
本
人
で
一
番
身
長
の
高
い

岡
山
選
手
（
２
ｍ
30
㎝
）
に
よ
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
教
室
は
市
内
ス
ポ―

ツ

少
年
団
の
ミ
ニ
バ
ス
団
員
が
対
象

の
た
め
、
一
般
の
人
は
教
室
へ
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
シ
ル

ク
ド
ー
ム
２
階
観
客
席
か
ら
の
見

学
の
み
と
な
り
ま
す
。

日 

時　

６
月
15
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会 

場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

※
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
中

で
、
競
技
志
向
の
高
い
シ
ニ
ア
世

代
を
対
象
と
し
た
、
全
国
で
初
め

て
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

元
日
本
代
表
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
岡
山
恭
崇
選

手
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
」
を
開
催

種 

目　

小
学
生
低
学
年
の
部
、
高

学
年
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高

校
男
子
の
部
、
一
般
男
子
の
部
、

高
校
・
一
般
女
子
の
部

※
全
種
目
個
人
戦
で
す
。
男
女
別

で
行
い
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申 

込　

７
月
３
日
㈭
ま
で
に
剣
道

連
盟
・
高
橋
（
☎
㉑
８
５
４
７
）

へ
日 

時　

７
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日
（
13
日
㈰
を
除

く
）
全
３
回　

午
後
１
時
〜
３

時
30
分

会 
場　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室
（
本
庄
駅
南

口
複
合
施
設
内
）

対
象　

市
内
在
住
者

講 

師　

本
庄
民
踊
レ
ク
連
盟
指
導

者
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
申 

込　

６
月
11
日
㈬
か
ら
25
日
㈬

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

◆
７
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
「
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
〜

装
飾
粘
土
工
芸
〜

日
時　

６
月
18
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

浅
見　

麻
江　

先
生

内
容　

手
軽
で
焼
か
ず
に
陶
器
風

の
作
品
作
り

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス（
中

身
あ
り
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

は
さ
み

申
込　

６
月
６
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

クレイクラフト作品
（ティッシュボックス）

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
絵
手
紙
教
室
〜
暑
中
見
舞
い
〜

日
時　

７
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回　

午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

須
藤　

義
雄　

先
生

内
容　

絵
手
紙
の
基
礎
を
練
習
し

て
か
ら
、
暑
中
見
舞
い
を
作
成

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

用
意　

す
ず
り
、
細
筆
、
墨
、
古

い
タ
オ
ル
、水
入
れ
、小
皿
（
陶

製
）、
う
ち
わ

申
込　

６
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

日
時　

７
月
10
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
７
月
24

日
㈭
を
除
く
）　

全
４
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

平　

孝
作　

先
生

内
容　

陶
芸
の
工
程
を
体
験
し
な

が
ら
作
製
し
た
い
も
の
を
自
由

に
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

６
月
23
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
１
月
と
８
月
は
お
休

み
で
す
。

日
時　
６
月
８
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
手
芸
教
室

日
時　

６
月
23
日
か
ら
７
月
28
日

（
７
月
21
日
㈷
を
除
く
）
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　

全
５
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

櫻
井　

ま
つ
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

石
畳
斜
め
編
み
の
手
さ
げ

バ
ッ
グ
又
は
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ

グ
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

※
作
品
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
巻
尺
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば
さ
み
20
個
、

新
聞
紙
、
目
打
ち（
千
枚
通
し
）、

筆
記
用
具

申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
バ
ラ
の
芽
接
ぎ
と
仕
立
て
方
教

室日
時　

６
月
26
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

中
島　

一
夫　

先
生

内
容　

バ
ラ
の
芽
接
ぎ
に
よ
る
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
仕
立
て
方
と
管

理
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
野
バ
ラ
苗
付

き
）

用
意　

剪
定
ば
さ
み
、
切
り
出
し

ナ
イ
フ
又
は
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

軍
手
、
レ
ジ
袋

申
込　

６
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

石畳斜め編みの
手さげバッグ

◆
和
紙
折
り
紙
教
室

日
時　

６
月
25
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

安
藤　

和
美　

先
生

内
容　

天
の
川
、
お
り
姫
、
ひ
こ

星
を
折
り
、
七
夕
を
表
現
し
、

額
入
り
で
仕
上
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド

申
込　

６
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

芽接ぎしたバラ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
市
民
民
踊
教
室
」
を

開
催

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
楽
し
く
歌
お
う
カ
ラ
オ
ケ
教
室

日
時　

６
月
19
日
㈭
・
26
日
㈭　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

講
師　

斉
藤　

美
穂　

先
生

内
容　

良
く
知
っ
て
い
る
歌
や
流

行
の
歌
を
楽
し
く
歌
う

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
カ
ラ
ク
リ
絵
手
紙
カ
レ
ン
ダ
ー

教
室

日
時　

６
月
23
日
㈪
・
30
日
㈪　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内
容　

７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
絵
手
紙
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
定
規
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
、
ボ
ン
ド

申
込　

６
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
夏
履
き
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

日
時　

６
月
20
日
㈮
・
27
日
㈮　

全
２
回　

午
後
１
時
〜
４
時

講
師　

三
浦　

和
子　

先
生

内
容　

健
康
的
で
夏
の
室
内
履
き

に
快
適
な
布
ぞ
う
り
を
古
布
で

作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

１
枚
の
古
い
シ
ー
ツ
又
は

布
団
カ
バ
ー
を
７
㎝
幅
の
横
切

り
に
し
た
も
の
、
木
綿
糸
、
縫

い
針
、
洗
濯
ば
さ
み
６
個
、
は

さ
み

申
込　

６
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
ク
ラ
フ
ト
工
芸
教
室

日
時　

７
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

後
２
時
〜
４
時

講
師　

荒
井　

美
代
子　

先
生

内
容　

専
用
の
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド

で
花
結
び
の
技
法
を
学
び
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
盛
り
篭
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
巻
尺
（
１
ｍ
）、

木
工
用
ボ
ン
ド
、
新
聞
紙
１
日

分
、
目
打
ち
（
千
枚
通
し
）、

筆
記
用
具

申
込　

６
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
む
つ
ケ
ー
キ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
教

室日
時　
６
月
28
日
㈯　
午
後
２
時
〜

４
時

講
師　

福
井　
利
美　
先
生（
ラ
ッ

ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
）

内
容　

出
産
祝
い
に
最
適
な
、
紙

お
む
つ
を
重
ね
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
ケ
ー
キ
に
見
立
て
た
か
わ
い

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
基

礎
）

日
時　

６
月
20
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

６
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室（
ワ
ー
ド
基
礎
）

日
時　

６
月
21
日
か
ら
７
月
12
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
４
回

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

６
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
自じ

彊き
ょ
う
じ
ゅ
つ術

教
室

日
時　

７
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
講
師　

坂
本　

真
理
子　

先
生

内
容　

全
身
を
ゆ
っ
く
り
動
か
し
、

自
律
神
経
を
刺
激
し
な
が
ら
自

分
自
身
を
整
体
す
る
健
康
体
操

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
バ
ス
タ

オ
ル
、
五
本
指
の
靴
下
、
飲
み

物
申
込　

６
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

絵手紙カレンダー

い
一
品
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　

６
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
清
涼
感
の
シ
ノ
ブ
観
賞
ミ
ニ
盆

栽
作
り
教
室

日
時　
７
月
２
日
㈬　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

立
花　

勲　

先
生

内
容　

観
賞
用
シ
ノ
ブ
を
特
製
木

枠
に
植
え
、
風
鈴
を
提
げ
て
清

涼
感
の
あ
る
ミ
ニ
盆
栽
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
ゴ
ム
手
袋
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

６
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

シノブ鑑賞ミニ盆栽

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
本
館

日
時　
６
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
28
日
㈯　

午
後
２

時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
雨
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
６
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
天
気
・
父
の
日
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

　

児
玉
分
館
で
は
、
昨
年
度
ま
で

の「
ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会
」

★
今
月
の
一
般
図
書

記
者
た
ち
は
海
に
向
か
っ
た

 

門
田 

隆
将 

著

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
舞
台
裏

 

パ
ス
カ
ル
・
ボ
ナ
フ
ー 

著

団
地
で
暮
ら
そ
う
！

 

長
野 

ま
ゆ
み 

著

子
ど
も
と
は
じ
め
る
日
帰
り
ハ
イ

キ
ン
グ 

森
田 

秀
巳 

著

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
は
来
な
い

 

松
岡 

圭
祐 

著

ウ
ィ
ニ
ー
・
ザ
・
プ
ー

 

Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

七
日
じ
ゃ
映
画
は
撮
れ
ま
せ
ん

 

真
藤 

順
丈 

著

「
産
む
」
と
「
働
く
」
の
教
科
書

 

斉
藤 

英
和
ほ
か 

著

こ
ん
な
写
真
が
あ
っ
た
の
か 

幕

末
明
治
の
歴
史
風
俗
写
真
館

 

石
黒 

敬
章 

著

ほ
ん
と
う
の
味
方
の
つ
く
り
か
た

 

松
浦 

弥
太
郎 

著

わ
た
し
の
と
っ
て
お
き
朝
ご
は
ん

 

飛
田 

和
緒
ほ
か 

著

い
つ
で
も
サ
ラ
ダ

 

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ 

編

尾
木
マ
マ
の
10
代
の
子
を
も
つ
親

に
伝
え
た
い
こ
と

 

尾
木 

直
樹 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

な
ん
の
に
お
い　

な
つ

 

ビ
ー
ゲ
ン 

セ
ン 

作

ま
じ
ょ
子
と
黒
ネ
コ
の
ケ
ー
キ
や

さ
ん 

藤 

真
知
子 

作

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
や
く
そ
く

 

石
津 

ち
ひ
ろ 

文

こ
ど
も
た
ち
へ 

 

ま
ど 

み
ち
お 

文

月
見
草
の
花
嫁

 

飯
野 

和
好 

絵
と
文

ノ
ン
キ
ー
と
ホ
ン
キ
ー
の
カ
レ
ー

や
さ
ん 

村
上 

し
い
こ 

作

捨
て
犬
・
未
来
と
捨
て
ネ
コ
・
未

来 

今
西 

乃
子 

著

人
口
の
世
界
史

 

マ
ッ
シ
モ
・
リ
ヴ
ィ
ー
バ
ッ
チ

 

著

野
口
英
世
の
母
シ
カ

 

田
中 

章
義 

著

杜
甫
の
ユ
ー
モ
ア 

ず
っ
こ
け
孔

子 

興
膳 

宏 

著

メ
イ
コ
の
食
卓

 

中
村 

メ
イ
コ 

著

日
本
美
を
訪
ね
る
関
西
４
都
市
の

旅 

大
川 

三
雄
ほ
か 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

う
さ
ぎ
じ
ま
の
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん

 

福
田 

幸
広 

写
真

ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
消
費
税

 

斎
藤 

貴
男 

著

絵
本 

旅
猫
リ
ポ
ー
ト

 

有
川 

浩 

文

だ
い
す
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

 

岡
田 

千
晶 

絵

ア
イ
と
サ
ム
の
街

 

角
野 

栄
子 

著

タ
ー
シ
ャ
の
農
場
の
12
ヵ
月

 

タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー 

著

時
計
が
わ
か
る
本

 

矢
玉 

四
郎 

著

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
ろ
う
！

 

堤 

江
実 

著

月
の
ふ
し
ぎ
え
ほ
ん

 

大
藪 

健
一 

文

ど
う
ぶ
つ
た
ち
は
し
っ
て
い
る

 

イ
ー
ラ 

写
真

ま
ま
ご
と

 

日
本
玩
具
博
物
館 

監
修

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　７月１日㈫（館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

を
「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
お
は

な
し
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
や
絵
本
の
世
界
を
親
子
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

①
本
館

日
時　

６
月
５
日
㈭
・
７
月
３
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

②
児
玉
分
館

日
時　
６
月
11
日
㈬　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

《
①
②
共
通
》

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
読
み
な

が
ら
、
芭
蕉
の
旅
し
た
足
跡
を
た

ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場　

本
館
３
階
第
２
読
書
室

講
師　

小
林　

ミ
チ
子　

先
生

内 

容　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
た

ど
る

受
講
料　

無
料

申 

込　

６
月
５
日
㈭
午
前
９
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
本
館
へ

日程

（全12回）

６月25日㈬、７月23日㈬、９月10日㈬、

９月24日㈬、10月８日㈬、10月22日㈬、

11月12日㈬、11月26日㈬、12月10日㈬、

１月14日㈬、２月18日㈬、３月11日㈬

時間　午後１時30分～３時30分

読
書
講
座
を
開
催
し
ま
す



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

�交
通
安
全
�
�
�
�
�

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４　

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成26年6月1日号

自転車の交通ルール ・ その５

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

（６月～７月上旬）

○子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう」） 協力：子育て応援団「びすけっと」

～パソコンは“リサイクル”しましょう～
　使わなくなったパソコンは、製造メーカーに回収及びリサイクルす
る義務があります。廃棄する場合は、各メーカーのホームページなど
で確認し、適切な処理をしてください。なお、「ＰＣリサイクルマーク」
（左図）のついたパソコンは、新たな料金負担なしで処理できます。
　また、ご家庭で使用していた小型パソコンは環境推進課（市役所４

階）・環境産業課（総合支所仮庁舎）に設置された小型家電回収ボックスに投入することもできます。
　必ず個人情報を消去してから投入してください。（※ボックスの投入口は30㎝×15㎝です。）

※天候などの理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

日　程
前原つどいの広場

「前原ルンルンタイム」
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」
午前10時～11時

６月３日㈫ 歯のはなし（講師：飯島和美先生）
６月４日㈬ 絵本と工作（講師：小関清美先生）ママサロン（本庄子育てネット）
６月11日㈬ ヨガ＆マッサージ（講師：齊藤小百合先生）リトミック（講師：小川豊子先生） 誕生会と紙芝居
６月18日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 誕生会とパネルシアター
６月19日㈭ ママビクス（講師：入美由紀先生）
６月25日㈬ ６・７月生まれの誕生会とうたのミニミニこんさーと ヨガ＆マッサージ（講師：齊藤小百合先生）お散歩（児玉中駐車場午前10時30分集合）
７月２日㈬ ペットボトルバケツをつくろう ママサロン（本庄子育てネット） 七夕飾りをつくろう

2425

日　程 時　間 内　容 会　場
６月６日㈮ 午前10時～ 11時 幼児安全法　こんな時どうする 前原児童センター
６月16日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 雨の日あそび 日の出児童センター
６月23日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 雨の日あそび 児玉保健センター（※）
７月４日㈮ 午前10時～ 11時 たなばたかざりを作ろう 前原児童センター

交差点を通行する場合
● 近くに「自転車横断帯」があるときは、「自転車横断帯」を
通行しなければいけません。
● 信号機がない交差点や狭い道から広い道路に出るときは、
通過車両などを妨害しないよう徐行しなければいけません。
● 交差点を直進するときは、他の車両や歩行者に十分注意し
て安全な速度と方法で進行しなければいけません。

（罰則：３か月以下の懲役又は５万円以下の罰金等）

○ママサロン 協力：本庄子育てネット
日　程 時間 会　場

６月３日・10日・17日・24日・
７月１日・８日の火曜日 午前10時30分～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎㉒４８９１

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
６月１日㈰

午前９時～11時 児玉中学校南側駐車場 ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）７月６日㈰

６月15日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時 市役所
６月14日㈯ 午前９時～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

６月18日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

自転車で道路を通行
するためのルールを
紹介するよ！

・事前の申し込みは不要です
・ 児玉つどいの広場のお問い合
わせは前原児童センターへ

～乳幼児の親子で交流しましょう～

　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集団指導室
　※児玉会場は開催曜日が変更になることがありますので、前原児童センターへお問い合わせください。
　また、下表の日程で、親子でふれあうあそびの講座なども行います。

※「ヨガ＆マッサージ」に参加する人はバスタオルを用意してください。
※児玉つどいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。
※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
６
月
〜
７
月
）

行 政 ６月19日㈭　午後１時～４時
市役所１階 市民相談室

　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

６月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬　午後１時～４時
◎７月の相談日
　　　　　７月２日㈬・９日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　７月16日㈬・23日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

不 動 産 ６月13日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ６月12日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ６月10日㈫・７月８日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
６月２日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 和室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８６月10日㈫　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室

６月２日㈪・24日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

６月２日㈪・16日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ６月13日㈮・27日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談総合センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

○「つどいの広場」 

※23日㈪の子育てサロンのお問い合わせは前原児童センターへ

※各種相談は予約制
※７月の相談予約は、６月20日㈮から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日



犬の飼い主のみなさんへ

猫の飼い主のみなさんへ

あなたが主人です！最後まで責任を持って飼いましょう！

平成26年6月1日号 2627

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

６月26日㈭・７月24日㈭
午前９時30分～11時（15
分ごとに３組）
※７月24日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保
健センターへ
（※電話による育児相談は随
時受け付けています。）

母乳相談 母乳に関する相談 ６月26日㈭
午前９時30分～11時

おや親タマゴ
「はじめて生活
withベビー」

母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

７月12日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

　

犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
生
涯
に

１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
の
登
録
は
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
い
始
め
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

お
早
め
に
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
集
合
狂
犬
病
予

防
注
射
の
日
程
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
最
寄
り

の
動
物
病
院
な
ど
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
予
防
注
射
料
金
は
、

動
物
病
院
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
、
各
動
物
病
院
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
登
録

　

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市

民
福
祉
課
（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
す

る
と
犬
鑑
札
を
交
付
し
ま
す
。

登
録
手
数
料

　
　

１
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

転
入
の
場
合

　

転
入
前
の
市
町
村
で
交
付
さ
れ

た
鑑
札
を
持
参
し
、
本
庄
市
保
健

セ
ン
タ
ー
又
は
市
民
福
祉
課
（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
転
入
前
の
市
町
村
の
犬
鑑

札
と
引
き
換
え
に
本
庄
市
の
犬
鑑

　

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
パ
ラ
ミ
ク

ス
ソ
ウ
ィ
ル
ス
科
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
ィ

ル
ス
で
、
潜
伏
期
は
約
２
〜
５
日

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
冬
期
の
流
行
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
１
年
を
通
し
て
発
症
し
て
い

ま
す
。
感
染
力
・
増
殖
力
は
強
く
、

飛ひ

沫ま
つ

と
接
触
の
両
方
で
感
染
し
、

発
症
前
の
潜
伏
期
に
も
周
囲
の
人

に
感
染
さ
せ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
児
で
は
症

状
が
消
え
て
か
ら
１
〜
３
週
間
後

も
感
染
力
を
失
わ
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
保
育
園
や
学
校
な
ど

で
の
集
団
感
染
へ
つ
な
が
り
や
す

い
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
眼
や
鼻
な
ど
の
粘
膜
か

ら
も
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

て
、
通
常
の
鼻
と
口
を
覆
う
マ
ス

ク
で
は
効
果
が
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
か
、
感
染
症
法
で
は
、

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
五
類
感

染
症
（
定
点
把
握
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
保
育
園
や
幼

稚
園
で
独
自
に
出
席
停
止
扱
い
に

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の

感
染
す
る
可
能
性
の
期
間
な
ど
を

考
え
る
と
、
出
席
停
止
扱
い
に
す

る
こ
と
の
そ
の
良
し
悪
し
は
不
明

で
す
。（
罹り

患か
ん

す
る
と
、
症
状
が
な

く
て
も
１
〜
３
週
間
保
育
園
に
行

け
な
い
と
い
う
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。）

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

　

小
学
生
や
大
人
で
も
感
染
し
ま

す
が
、
乳
幼
児
な
ど
の
低
年
齢
層

で
の
感
染
は
劇
症
化
し
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
、
ま
れ
に
脳
炎
脳
症
を

き
た
す
疾
患
と
し
て
も
有
名
で
す
。

母
親
か
ら
の
移
行
抗
体
で
は
感
染

が
防
げ
ず
、
く
り
返
し
感
染
発
症

し
な
が
ら
徐
々
に
免
疫
を
獲
得
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
理
由
か
ら
、
再
発
し
や
す
い
で

す
が
、
再
発
ご
と
に
徐
々
に
軽
症

化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
症
状
は
、
罹
患
す
る

月
齢
に
よ
っ
て
異
な
る
の
が
特
徴

で
す
。
生
後
４
週
未
満
で
は
感
染

頻
度
は
低
い
の
で
す
が
、
感
染
し

発
症
し
た
場
合
に
は
、
呼
吸
器
症

状
を
伴
わ
な
い
非
定
型
の
症
状
と

な
る
こ
と
も
多
く
、
突
然
死
に
つ

『飼い主のマナー』を守りましょう

　最近、鳴き声やフンなどの苦情が多く寄せられています。かわいい愛犬・愛猫もマナーを守らずに飼うと、
周囲に迷惑をかけてしまいます。家族の一員として愛犬・愛猫と楽しく暮らすために、飼い主としてのマナー
を守りましょう。

◎飼い主の責任です！フンは持ち帰りましょう！
　愛犬を散歩させるときには、フンを持ち帰る道具を持ち、飼い主が必ずフンを持ち帰りましょう。
※ペットのフン害にお困りの人には、啓発用の看板を無償で配布しています。希望者は、次のいずれかの窓
口へ直接お越しください。
配布窓口　本庄市保健センター、環境推進課（市役所４階）、総務課（総合支所仮庁舎）
◎人にも、犬にも迷惑です！放し飼いはやめましょう！
　犬の放し飼いは、周囲にとっては大変迷惑です。犬には、限られた自分の居場所（テリトリー）が必要で
す。愛犬が安心し、落ち着いて生活できるよう、綱や鎖でつなぐか、柵やおりなどで囲い、放し飼いはやめ
ましょう。
◎無駄吠えをさせないようにしましょう！
　飼い主が気にならない鳴き声でも、近所の人が迷惑している場合があります。適切な食事と散歩をさせて
犬のストレスを緩和し、犬をみだりに吠えさせないようにしましょう。

　最近は猫によるフン害も多く見受けられます。猫を自由にさせておくと他人の敷地内に入り込んで用を足
します。猫のフンは大変臭うため、家の中にトイレを用意して使わせるようにしましょう。
◎トイレのしつけは簡単です
　臭いを嗅いで回ったりして、場所を探している様子を見たら、用意したトイレに連れて行きます。これを
繰り返して覚えさせましょう。
＊猫についての相談は、埼玉県動物指導センター（☎０４８―５３６―２４６５）へ

　飼育している動物の生態、習性などを正しく理解し、最後まで愛情を持って飼いましょう。また、妊娠を
望まない場合は早目に去勢手術、避妊手術を受けましょう。

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

医

療

�

�

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
と
は

乳
幼
児
の
感
染

治
療
法
は
？

な
が
る
無
呼
吸
発
作
に
よ
り
死
に

至
る
事
も
あ
る
の
で
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
生
後
６
か

月
以
内
で
は
、
喘ぜ
ん
め
い鳴
や
呼
吸
困
難

を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
脳
炎
脳
症

を
含
め
、
最
も
重
症
化
す
る
月
齢

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１

歳
以
下
で
は
中
耳
炎
の
合
併
が
多

い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
同
じ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
で
す
が
、
上
の
子
ど
も
が
、
発

熱
、
鼻
汁
、
咳
な
ど
上
気
道
炎
症

状
だ
け
で
済
ん
で
い
て
も
、
下
の

子
ど
も
が
細
気
管
支
炎
や
肺
炎
な

ど
の
下
気
道
症
状
や
合
併
症
が
出

現
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

特
攻
薬
や
根
本
治
療
の
薬
は
存

在
し
な
い
た
め
、
通
常
は
症
状
を

抑
制
す
る
こ
と
や
栄
養
補
給
な
ど

の
症
状
に
合
わ
せ
た
対
症
的
な
治

療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。Ｒ
Ｓ
ウ
ィ

ル
ス
の
流
行
期
で
は
、
特
に
生
後

18
か
月
以
下
の
子
ど
も
に
、
何
ら

か
の
異
常
症
状
が
あ
れ
ば
早
期
に

専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

札
を
無
償
で
交
付
し
ま
す
。

転
出
の
場
合

　

本
庄
市
で
登
録
時
に
交
付
さ
れ

た
鑑
札
を
、
転
出
先
の
市
町
村
に

持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

　

動
物
病
院
な
ど
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
た
と
き
は
、
獣
医
師

が
発
行
す
る
注
射
済
証
明
書
を
本

庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市
民
福

祉
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
手
数
料１

頭
に
つ
き
５
５
０
円

※
犬
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
飼
い

犬
の
首
輪
な
ど
に
装
着
し
て
く
だ

さ
い
。

◎ 

犬
鑑
札
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
紛
失
し
た
場
合

　

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市

民
福
祉
課
（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

で
再
交
付
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま

す
。

再
交
付
手
数
料
（
１
頭
）

・
犬
鑑
札　
　
　

１
、
６
０
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票３

４
０
円

※
ま
た
、
犬
の
死
亡
・
犬
の
登
録

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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。

▲はにぽんの石像
（市民カメラマン堀越
省一さん５月７日撮影）

▲撮影日　５月３日

▲▼撮影日　５月１日

第８回　本庄総合公園春まつり第８回　本庄総合公園春まつり5/11

第５２回本庄～早稲田１００キロハイク第５２回本庄～早稲田１００キロハイク5/17

・骨波田の藤  （長泉寺）立岩寺のぼたん

読みやすいユニバーサルデザイン文字


